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【はじめに】種々の分子を用いた金属上のナノ構造形成は固体表面に新機能を付与する上で重要

であり，近年活発に研究されてきている．中でもメラミンを用いた二次元ネットワークでは，簡

便な方法である大気中の溶媒蒸発によってスペーサ分子と水素結合したハニカム構造を作製でき

ることが報告されている[1]．さらに，共有結合を介した強固なネットワークを作ることも試みら

れている[2]．こうした共有結合ネットワークは反応のテンプレート等として興味深い．本研究で

はナノカーボン前駆体としての密で均一なナノ構造を目指し，メラミン分子といくつかの分子を

用いて，反応と溶媒蒸発とを組み合わせたネットワーク作製を行った． 

【実験】Au(111)基板にはへき開マイカ上に 3×10-4 Pa，350°C で真空蒸着した Au 薄膜（膜厚約 50 

nm）をフレームアニールしたものを用いた．試料分子にはメラミンおよびアルデヒド等を選定し，

追加の精製はせずに 1～2 種類を超純水に溶解させた．調製された試料溶液を Au 基板に滴下し, 

逐次的にホットプレートを用いて加熱して溶媒を完全に蒸発させた．加熱温度は予め熱電対を用

いて校正した．加熱時には外気の対流による蒸発速度の変動や液滴の移動を低減するよう細心の

注意を払った． 

作製されたナノ構造は走査トンネル顕微鏡（STM）を用い，常温にて観察した． 

【結果・考察】Fig. 1 に，得られた表面ナノ構造の一例

を示す．この構造はメラミン（M）とテレフタルアルデ

ヒド（TPA）の水溶液を逐次滴下乾燥（約 80°C）させた

後に観察された．図中において,メラミンのハニカム構

造とは異なる構造が観察され，脱水縮合が起こったこと

が示唆された．この構造は同様の系での観察例[2]と類似

している．この他にも報告例とは異なる複数の相が観察

された．その一方で，ホルムアルデヒド（HA）ではネ

ットワーク作製時に分子の蒸発が優勢となることが示唆

された． 
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Fig. 1 STM image of M-TPA assembly 

on Au(111) after solvent evaporation at 
80°C (Vs = + 0.2 V, It = 0.2 nA). 
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